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環境経営方針 後世に恥じない環境づくりをめざします

基本方針

有限会社ニシマキ産業は2007年の会社設立時から「後世に恥

じない環境づくりをめざします」というスローガンを掲げ，尾

道市を拠点として全国各地で洗浄および大型吸引車、環境に配

慮したパウダークリーン車や近年導入したツインバック車など

を中心としたプラントのメンテナンスを行う一方，災害復旧の

現場支援作業に従事，又特殊車両による粉塵粉体の回収作業や

客先の多様なニーズに応えるために2ｔ車～11ｔ車までの各種

吸引車を揃え，日夜環境改善に努力して参りました。近年は目

で見る事のできない下水管や地下の埋設管などのカメラ調査等

も行う事ができるようになり，生活環境改善を推進しています。

産業廃棄物についてはできる限り回収物の減量化や粉塵によ

る発塵の防止，作業効率化による期間短縮や人員削減・軽油消

費量の大幅軽減を実践的に行える特殊吸引車の導入により，そ

の場で発生した廃棄物は合理的に分別し最小限の廃棄物に限り

処分場へ持ち込む方針で行ってきました。尚、今後は、電動式

吸引車の導入等も視野に入れより一層の環境改善を推進してい

ます。

引き続き，地球の自然を守るため環境保全の重要性を認識し，

事業活動に伴う環境に対する負荷を低減し「後世に恥じない環

境づくり」を目指して環境保全活動に取り組み，継続的改善を

推進してまいります。

環境経営への行動指針

（１）事業活動に関わる環境関係法令を遵守します。

（２）具体的に次の事に取り組みます。

① 電気の使用量，車両燃料の使用量を削減し

二酸化炭素排出削減を推進します。

② 廃棄物の３Ｒを推進し最終処分場には

可能な限り持ち込みません。

③ 水使用量の削減を推進します。

④ 作業の安全，作業効率，環境に配慮した

作業の創意工夫を推進します。

⑤ 地域での環境活動への積極的な

取り組みを推進します。

（３）環境への取り組みを環境経営レポートとして取りまとめ公表します。

改訂日2023年3月1日

有限会社 ニシマキ産業

代表取締役 西牧 修作

2



ごあいさつ

後世に恥じない環境づくりを目指します

One for all , All for one
一人は皆の為に，皆は一人の為に

地球上の全ての恵みに感謝し

より素晴らしい生活環境を提供する事を目標とし日夜頑張って

います。

地域社会に寄り添いながら、より積極的に貢献をしていきます。

有限会社ニシマキ産業

代表取締役 西牧 修作

会社概要

商号 有限会社ニシマキ産業

代表者 代表取締役 西牧 修作

設立 平成9年3月18日

資本金 8,000,000円

売上高 29,003.2万円（2022年度）

従業員数 16名

所在地 [本社]

〒729-0141 広島県尾道市高須町5630-1

TEL:0848-29-7858 FAX:0848-46-7738

[車両管理部] 

〒729-0141 広島県尾道市高須町5553

TEL:0848-29-6388 FAX:0848-29-6005

HP http://www.nishimaki.jp/

Facebook https://www.facebook.com/nishimaki.jp/

本社

尾道市高須町5630-1

車両整備工場

尾道市高須町5553

認証・登録の対象組織・活動

【 認証・登録事業者 】 有限会社ニシマキ産業

【 事業活動 】 ・産業廃棄物収集運搬業 ・自動車整備業

・特別管理産業廃棄物収集運搬業 ・特殊車両リース業

・プラントメンテナンス（吸引・粉塵回収・高圧洗浄） ・自然・環境整備（草刈機、リモコン式草刈機保有）

・土木建設業 ・管内カメラ調査業

【 対象事業所 】 本社・車両管理部・第二駐車場
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環境経営実施体制

代表者（社長）

環境管理責任者
（専務）

EA21・SDGs推進委員

工事部門 総務部門

環境技術課
業務推進
調整課

工事課
車両管理部
(整備工場)

第二駐車場

役割・責任・権限

代表者 代表者として環境経営全般について責任と権限を持つ。

環境方針を作成・見直しし，従業員に周知する。 環境経

営責任者を任命する。

環境への取組を実施するため資源(人・もの・金)を準備す

る。

EA21全体の取組状況に関し評価，見直し，指示を実施す

る。

環境管理責任者 EA21ガイドラインの要求事項を満たす環境経営システム

を構築し，実行し環境実績を向上させる。 環境目標，環

境活動計画を作成する。

3ヶ月に1回，環境目標の達成状況及び環境活動計画の実

施状況を確認する。上記の結果を代表者に報告する。環境

方針以外の環境文書の制改定を行う。

環境方針，自部門の環境目標，環境活動計画を部門全員に

周知する。

環境目標達成のため，責任をもって自部門の環境活動を推

進する。 自部門で発生した問題点の是正措置，予防処置

を実施する。自部門に関連する法規則等を遵守する。自部

門の教育・訓練を実施する。

EA21・SDGs

推進委員

環境活動において取組内容立案，周知，実施，活動結果に

ついてのチェック，環境管理責任者へ報告を行う。活動結

果を元に，よりよい環境活動が行えるよう取組内容の調整

をする。

全従業員 環境方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚する。

決められた事を守り，自主的・積極的に環境活動へ参加す

る。

4



会社沿革

～当社法人化後 25年のあゆみ～

会社沿革

2010年

エコアクション21認証登録

2021年

環境コミュニケーション大賞
環境レポート部門 優良賞 初受賞

2022年

環境コミュニケーション大賞
環境レポート部門 優良賞 継続受賞

2007年建設 本社

1992年 西牧産業 高圧ガス配送業者として創業

1997年 有限会社ニシマキ産業へ改称

1997年 広島県 産業廃棄物収集運搬業許可取得

2007年 無線局免許状取得

2007年 自動車整備工場認証 自社保有車両の整備へ

2007年 新社屋建設移転 業務拡大のため

2009年 運行管理者資格者証取得

2011年 岡山県 産業廃棄物収集運搬業許可取得

2011年 広島県 特別管理産業廃棄物収集運搬業許可取得

2013年 一般建設業許可取得（とび・土工工事業）

2013年 山口県 産業廃棄物収集運搬業許可取得

2013年 愛媛県 産業廃棄物収集運搬業許可取得

2013年 兵庫県 産業廃棄物収集運搬業許可取得

2014年 島根県 産業廃棄物収集運搬業許可取得

2015年
一般建設業許可取得
(土木･ほ装･石･鋼構造物･しゅんせつ･水道施設工事業)

2015年 高知県 産業廃棄物収集運搬業許可取得

2016年 福岡県 産業廃棄物収集運搬業許可取得

2017年 日本下水道管路管理業協会加入

2017年 労働者派遣事業資格取得

2018年 労働者派遣一般資格取得へ移行

2019年 第２駐車場 新設

2020年 鳥取県 産業廃棄物収集運搬業許可取得

2020年 電子マニフェスト導入

2021年 大阪府 産業廃棄物収集運搬業許可取得

12年継続中
脱炭素経営推進 5



ニシマキ産業経営理念

安全衛生・健康経営
・社員への健康・安全促進活動
・６Ｓの推進
（整理・整頓・清掃・清潔・躾・習慣）

環境保全
・廃棄物の再資源化
・災害対策

社会貢献
・地域密着を目指し、

地域・神社・寺院での奉仕活動

働き方改革(教育)
・社員への教育（安全・SDGs等）
・社外とのSDGs勉強会
・業務の改善と改革

環境負荷削減

企業価値向上
・企業の成長戦略

・健全な経営努力

我が社は、経営理念の元、
日々活動を続けております。

働き方改革

（教育）

安全衛生
健康経営

経営改善

ＥＳＧ/ＳＤＧｓ

環境保全 社会貢献
（環境経営）

環境負荷削減
企業価値向上
（挑戦）
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以前の車輛使用 ツインバック 比 較

人 員 3人 1人 1/3に削減
回収容量

（1日あたり）
40ｔ～50ｔ 70ｔ～80ｔ 1日約30ｔ増

作業工程期間
※自社実績例

15日で完了 8.5日で完了 6.5日削減

使用台数

パウダークリーン車1台
サイクロンホッパー1台
４ｔユニック車
（サイクロンホッパー輸送の為）

ツインバック1台 2台を1台に削減

燃料
＊平均値で計算

1台（112ℓ）×15日＝1,680ℓ
+

４ｔユニック車（輸送車）分

1台（120ℓ）×8.5日＝
1,020ℓ

660ℓ以上
削減

2006年 高圧洗浄作業 新規事業開始

2008年 産業洗浄技能士（高圧洗浄作業）取得（1名）

2009年 産業洗浄技能士（高圧洗浄作業）取得（２名）

2009年 ４ｔ吸引車導入

2010年 11ｔ大型吸引車導入

2013年 粉体吸排車 導入（粉塵飛散防止対策）

2014年 産業洗浄技能士（高圧洗浄作業）取得（1名）

2015年 2級建設機械施工技士 取得

2015年 産業洗浄技能士（高圧洗浄作業）取得（1名）

2016年 ８ｔパウダークリーン車導入

2016年 2級土木施工管理技士 取得

2017年 リモコン式草刈機 人件費削減のため導入

2017年 下水道管路管理専門技士（清掃）取得

2017年 下水道技術検定（第3種）取得

2018年 11ｔパウダークリーン車導入

2019年
ツインバック1号車 導入
99.99%の粉体を回収し作業効率アップ

2019年 カメラ調査車導入 新規事業開始

2019年 下水道管路管理専門技士（調査）取得

2019年 下水道管路管理専門技士（清掃）取得

2019年 下水道管路管理技術認定試験（管路施設）取得

2019年 サイクロンホッパー製作

2021年 モバイルポンプ導入

2021年 ツインバック2号車 導入

2021年 産業洗浄技能士（高圧洗浄作業）取得（3名）

2021年 下水道管路管理主任技士 取得

2022年 産業洗浄技能士（高圧洗浄作業）取得（2名）

企業の成長戦略 ツインバックと従来作業比較

【特徴】
①人員の削減
（3人作業が1人作業に）
②作業効率の向上
（持ち込み車両が2台から1台になり、経費削減）
（粉塵・粉体がフレキシブルコンテナーにほぼ100％回収可能）
（大幅な時間短縮）
③環境改善
（軽油使用量の削減・粉塵の飛散防止）

【比較】

※国土交通省による機械別運転1時間当たり燃料消費率より算出

≪CO₂≫
約1,700kg-CO₂

削減！！

サイクロンホッパーツインバック
2024年4月
２台増車

今後の目標は
ＥＶ自動車導入
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ツインバックを導入することにより、全ての粉塵・粉体乾燥パウダー状の物質を回収することができるようになりました。

2009年３月

４ｔ吸引車導入
（通常の車輌）

2010年

11ｔ大型吸引車導入

2016年

8ｔパウダークリーン車導入
本格的に粉塵回収作業参入

バグフィルターを導入
作業時間の大幅緩和や、
容易に作業が出来るようになる

2018年

11ｔパウダークリーン車導入

へパフィルター導入
定められた時間を全て

稼働出来るようになる 2019年

サイクロンホッパー製作

2019年

ツインバック１号車導入

【特徴】
クリーンな作業
粉塵回収率（99.99％）
人件費 燃料費 移動費
稼働時間の短縮

2021年

ツインバック2号車導入

2024年

ツインバック
3号・4号車増車決定！

限りなき挑戦の経緯

パウダークリーン車

サイクロンホッパー

ツインバック

２台に増車し

約3.8倍（前年度比）

救援要請を含む仕事量が増加！！
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廃棄物を管理し町内の環境への悪影響を減らす
二酸化炭素排出量の削減に貢献する
土地の劣化の防止，回復，植物多様性の損失阻止に取組む

社会貢献

地域社会に密着した企業目標を立て、近隣神社境内の草刈り作業等12年継続推進しています。8年前、桜を植樹した事で、近隣住人の散歩道となりました。

来期も作業工程を調整し継続して貢献していきます。

環境美化功労者感謝状授与（尾道市）

日々の地域美化活動を評価され、

尾道市より感謝状を頂きました。

【
施
工
前
】

【
施
工
後
】

植樹した桜並木。
春には、満開の桜で
彩られます。

9
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廃棄物の再資源化

伐採木々を肥料化し、野菜栽培などさまざまな肥料として使用しています。

また、土の中からは、たくさんのカブトムシもふ化をし出てきます。

社長自ら、畑作業 １本のゴーヤの苗が、こんなに立派に成長しました

カブトムシ

キュウリ バラ

夏
ス
ミ
レ

雑木を粉砕しています

おいしく頂きました

たくさんの種類の生物がつながって生きている多様性を守る
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住宅街・地下施設・アンダーパス等
での冠水（ゲリラ豪雨・河川氾濫等)

下水道施設・マンホール等
(水替・清掃工事)

工場等
(停電時･ゲリラ豪雨･津波･高潮･消防関連

等)

池・貯水池等（清掃・浚渫）

モバイルポンプを使用した 災害対応
環境問題に取り組むサービスを行う
災害に対するレジリエンスを目指した作業に
取り組む

災害対策では、ゲリラ豪雨や河川の氾濫時の災害レスキューとしての対応にて可搬式自給式排水ポンプユニットを1台、補助ポンプを2台導入
しました。
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教育（SDGｓ・エコアクション等）

社内教育、ミーティングは、随時行っています。

社外とのSDGｓ勉強会もＺＯＯＭ導入で開催しています。

また、社内新聞（ニシマキ便り）で教育の情報発信をしています。

社内では、SDGs教育、
ヘルスケアにより健康改善に努め
る心理的安全性の高い職場作りを
目指し、社内教育に力をいれてい
ます。

SDGsミーティング

社内新聞（ニシマキ便り）で情報発信
今回は「聞く」と「聴く」の違いについてです。

山田専務
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13

（1）働く車 保有車輛

80㎥/min 2台

1㎥ホッパー1機搭載

ﾊﾟｳﾀﾞｰｸﾘｰﾝ車(70㎥/min)2台

ツインバック(70㎥/min)1台 大型吸引車(100㎥/min)2台 大型吸引車(80㎥/min)2台

大型吸引車(40㎥/min)2台 中型吸引車(40㎥/min)3台

紛体吸排車(80㎥/min)1台 紛体吸排車(40㎥/min)1台

大型吸引車(70㎥/min)1台

1㎥ﾎｯﾊﾟｰ1機搭載 ｽﾃﾝﾚｽﾌﾞﾛｱ車両他

空冷式他 空冷式他

ツインバック

40㎥/min 1台

80㎥/min 1台

40m上空のサイロへ直排出

ﾊﾟｳﾀﾞｰｸﾘｰﾝ車(70㎥/min)2台

ツインバック(70㎥/min)1台 大型吸引車(100㎥/min)2台 大型吸引車(80㎥/min)2台

大型吸引車(40㎥/min)2台 中型吸引車(40㎥/min)3台

紛体吸排車(80㎥/min)1台 紛体吸排車(40㎥/min)1台

大型吸引車(70㎥/min)1台

1㎥ﾎｯﾊﾟｰ1機搭載 ｽﾃﾝﾚｽﾌﾞﾛｱ車両他

空冷式他 空冷式他

粉体吸排車

40㎥/min 3台

空冷式 他

ﾊﾟｳﾀﾞｰｸﾘｰﾝ車(70㎥/min)2台

ツインバック(70㎥/min)1台 大型吸引車(100㎥/min)2台 大型吸引車(80㎥/min)2台

大型吸引車(40㎥/min)2台 中型吸引車(40㎥/min)3台

紛体吸排車(80㎥/min)1台 紛体吸排車(40㎥/min)1台

大型吸引車(70㎥/min)1台

1㎥ﾎｯﾊﾟｰ1機搭載 ｽﾃﾝﾚｽﾌﾞﾛｱ車両他

空冷式他 空冷式他

中型強力吸引車

8ｔ 1台

4ｔ 2台

2ｔ 2台

セルフローダー，ユニック

1㎥ 2基

（自社製作）

サイクロンホッパー

1台

モバイルポンプ

Facebook: https://www.facebook.com/nishimaki.jp/

https://www.facebook.com/nishimaki.jp/
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（2）働く車 保有車輛

70㎥/min 2台
ﾊﾟｳﾀﾞｰｸﾘｰﾝ車(70㎥/min)2台

ツインバック(70㎥/min)1台 大型吸引車(100㎥/min)2台 大型吸引車(80㎥/min)2台

大型吸引車(40㎥/min)2台 中型吸引車(40㎥/min)3台

紛体吸排車(80㎥/min)1台 紛体吸排車(40㎥/min)1台

大型吸引車(70㎥/min)1台

1㎥ﾎｯﾊﾟｰ1機搭載 ｽﾃﾝﾚｽﾌﾞﾛｱ車両他

空冷式他 空冷式他

パウダークリーン車

20～100㎥/min 8台

ステンレスブロア，空冷式 等

ﾊﾟｳﾀﾞｰｸﾘｰﾝ車(70㎥/min)2台

ツインバック(70㎥/min)1台 大型吸引車(100㎥/min)2台 大型吸引車(80㎥/min)2台

大型吸引車(40㎥/min)2台 中型吸引車(40㎥/min)3台

紛体吸排車(80㎥/min)1台 紛体吸排車(40㎥/min)1台

大型吸引車(70㎥/min)1台

1㎥ﾎｯﾊﾟｰ1機搭載 ｽﾃﾝﾚｽﾌﾞﾛｱ車両他

空冷式他 空冷式他

大型強力吸引車

6ｔ 2台

4ｔ 2台

3ｔ 2台

2ｔ 1台

高圧洗浄車

2台

管口カメラ 1機

押込カメラ 1機

管内TVカメラ車

2台

傾斜角度50度まで

対応可能

リモコン式草刈機

2台

平坦地から30度の傾斜まで

対応可能

搭乗式草刈機

他 パッカー車 1台，キャンター 2台，軽トラ・軽バン 5台
動画はこちらを参照ください。
https://www.facebook.com/nishimaki.jp/videos/307309270217085/

https://www.facebook.com/nishimaki.jp/videos/307309270217085/


有資格者一覧

多種多様、80種の資格を保有しています。
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資格名

大型自動車

大型自動車第二種

大型特殊自動車

けん引

中型自動車

中型自動車第二種

普通自動車

大型自動二輪

普通自動二輪

足場の組み立て等作業主任者

産業洗浄技能士

産業洗浄インストラクター

産業洗浄監督者

1級土木施工管理技士

２級土木施工管理技士

２級建設機械施工技士

玉掛け

移動式クレーン

ホイスト式クレーン運転

小型移動式クレーン運転

高所作業車運転

高所作業車運転 特別教育

車両系建設機械（３ｔ以上）

車両系建設機械（３ｔ未満）

フォークリフト

職長等教育

資格名

職長等・安全衛生責任者

粉塵作業特別教育

廃棄物の焼却施設に関する業務に係る特別教育

甲種防火管理者講習

運行管理者

安全管理者選任時研修

新入者安全衛生教育

雇用管理士

火気監視者

下水道管路管理主任技士

下水道管路管理専門技士（清掃）

下水道管路管理専門技士（調査）

下水道技術検定（第3種）

下水道技術認定試験（管路施設）

酸素欠乏・硫化水素危険作業主任者

酸素欠乏危険作業

有機溶剤作業衛生教育

特定化学物質及び四ｱﾙｷﾙ鉛等作業主任者

プレス機械作業主任者

ガス溶接

研削といし

危険物取扱者（丙種）

２級ガソリンエンジン自動車整備士

自動車検査員

自動車単種目普通資格

アーク溶接作業

資格名

安全運転管理者

安全衛生推進者養成講習

雇用管理責任者（建設業）

普通救命

洋裁教師

日本産業カウンセラー

日本教育カウンセラー

米国NLPTM協会認定NLPトレーナー

国際催眠連盟国際認定

交流分析トレーナー

臨床ヒプノセラピスト

ｅｃｏ検定

中高校社会科教諭第二種免許

ヘルパー2級

介護福祉士

喀痰吸引等認定行ため業務従事者認定登録

介護専門員資格管理簿登録

H27年度広島県認定調査員新規研修

看護師国家資格

損害保険募集人試験

高圧ガス移動監視者講習

高圧・特別高圧電気

低圧電気

墜落防止器具作業業務

刈払機取扱作業者

船内荷役作業主任者

はい作業主任者

揚貨装置運転士



業務プロセスの改善

事務を円滑に行うため、誰が見てもひと目

で分かるように事務所内の書庫の整理をし

ました。

書類整理をすることで、書類が見やすく、

探す手間を最小限にする事ができました。

また、事務所内の書棚にも余裕ができ、よ

り整理もしやすくなりました。

それに伴い、不要になったファイル等は、

それぞれランク別に分け、再生ファイルと

し、事務所内で活用しています。

無駄なファイル購入もなくなり、ゴミも削

減することができました。

作業服の倉庫整理をしました。

サイズ、制服の種類を一目で見分ける事ができ

るようになりました。

在庫数を数える事も簡単に行え、制服の出し入

れ、在庫管理にかかっていた作業時間も1/4に

短縮する事ができました。

【改善前の状態】
段ボールに詰めてあり
作業着の種類、
サイズが分かりにくい

【改善後の状態】
作業着にタグを付けることで、分か
りやすく、棚に並ばないものもコン
テナで分かりやすく。
中古、新品も一目瞭然。

入社2カ月の時、制服管理を

任され、四苦八苦。

一目でわかる方法をと考え

改善に取り組みました。

タグは物品を購入した時に出る
梱包材を再利用しています

推進委員 立花

残業ゼロ
達成！！
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健康管理

社内新聞（ニシマキ便り）による健康推進の取組み

社員が積極的に会議に出席し、社内新聞（ニシマキ便り）で健
康推進の情報発信をしています。

健康づくり優良事業所として認定
されました。

新型コロナウィルスなど感染症対策体表温検知システム導入

2023年のアルコールチェック義務化に伴い、我が社では出勤
時、退勤時に体温測定、アルコールチェックを2022年より早
期に実施しています。

社員一同、健康です！

食での健康管理についても
社内新聞（ニシマキ便り）で情報発信しています。 17



安全管理

環境安全の強化をしています。
作業安全教育など、
様々な教育の機会を設け、社員に安全の意識付けをしています。

教育実施報告書

安全懇談会議事録

危険予知訓練実施記録作業指示書

６Ｓの推進
・整理
・整頓
・清掃
・清潔
・躾
・習慣

現場事業所

本社勉強会

18



電力 9％

軽油 83.9％

ガソリン

6.7%

灯油

0.4％

電力 軽油 ガソリン 灯油

81,382 82,597 

71,745 

60,503 

55,935 

50,000

60,000

70,000

80,000

90,000

2018年 2019年 2020年 2021年 2022年

対売上比 二酸化炭素排出量（㎏-CO2/売上）

二酸化炭素排出量削減 二酸化炭素排出量の削減に貢献する

276,699 

238,707 246,086 244,431 

162,211 

2018年 2019年 2020年 2021年 2022年

年度別二酸化炭素排出量推移（kg-Co₂）

246,086 

150,000

200,000

250,000

2020年（基準） 2021年 2022年

二酸化炭素排出量（kg-Co₂）
目標 実績

【総評価】

全体的にCO2削減に取り組めた一年でし
た。特にツインバックを導入したことによ
り、軽油使用量を大きく削減することがで
きました。

来期は２台増車の計画にて更なる大きな
効果が期待できます。

前期に引き続き、事業対応範囲の拡大と業務効率性向上・環境負荷
改善と操作員の少人化での化石燃料消費量の削減に取り組みました。

ツインバックを導入した
2019年から

33％削減成功‼

取組み結果とその評価

二酸化炭素

排出量割合
（全社）
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2020年 2022年

目標 82,850

実績
84,541

（基準値）
52,736

評価 〇目標値より30,114ℓ少ない

軽油使用量の削減
地球温暖化対策防止のため，軽油・ガソリン使用量の削減
通勤・現場への移動時のエコドライブの推進
排気ガスや騒音のレベルを抑える為のこまめな車両整備

84,541 

50,000

55,000

60,000

65,000

70,000

75,000

80,000

85,000

2020年（基準） 2021年 2022年

軽油使用量（Ｌ）
目標 実績

0

2500

5000

7500

10000

3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月

軽油（Ｌ）

2020年 2021年 2022年

0

10000

20000

30000

2020年 2021年 2022年

対売上比 軽油使用量

（Ｌ/売上）

【総評価】

今期は、軽油に関して、大きく成果がで
ました。前年度に比べ、2,918ℓの削減に
成功しました。

来期も、エコドライブの徹底に取り組み、
更なる削減を推進します。

タコグラフやドライブレコーダー
を導入し、速度管理を徹底し、エコ
ドライブにつなげています。タコグ
ラフは、安全走行にも役立っていま
す。
また、ツインバックを導入するこ

とで、軽油、ＣＯ₂の削減に大きく貢
献しています。

前年度より、売上比
2,918ℓ削減に成功‼

取組み結果とその評価

月別

2020年度比2％削減目標 ⇒
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2020年 2022年

目 標 5,098.8

実 績
5,202.8

（基準値）
4,685.4

評 価 〇目標値より413.4ℓ少ない

0

500

1000

1500

2000

2020年 2021年 2021年

対売上比 ガソリン使用量

（Ｌ/売上）

5202.8

4000

5000

6000

2020年（基準） 2021年 2022年

ガソリン使用量（Ｌ）

目標 実績

0

200

400

600

800

3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月

ガソリン（Ｌ）

2020年 2021年 2022年

雨が多く、奉仕
草刈り活動の回
数が増加しまし
た。そのため、
ガソリン使用量
も増えています。

【総評価】

今期は、雨が多く、奉仕活動の除草作業
を行う回数が増加しました。その為、除草
作業に使用する草刈機等に使用するガソリ
ン使用量が売上比に対して増加しました。

来期も気候変動に対応しながら、引き続
きガソリン使用量削減を推進します。

給油レシートの回収を行っています。
レシートを号車ごとに仕分け、各号車の
使用量を管理しています。給油量管理に
より、現場、事務所とともに意識が向上
しています。
一人一人の意識も変わり、レシートの

提出率も100％、使途不明の給油レシー
トはほぼ0になりました。

取組み結果とその評価

2020年度比2％削減目標 ⇒

月別

ガソリン使用量の削減
地球温暖化対策防止のため，軽油・ガソリン使用量の削減
通勤・現場への移動時のエコドライブの推進
排気ガスや騒音のレベルを抑える為のこまめな車両整備
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2020年 2022年

目標 22,429

実績
22,887

（基準値）
26,921

評価 ×

2020年度比2％削減目標 ⇒2020年度比2％削減目標 ⇒

目標値より4,492kWh多い

0

2500

5000

3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月

購入電力使用量（ｋｗｈ）

2020年 2021年 2022年

電力使用量の削減
地球温暖化対策防止のため，電気使用量の削減
再生可能エネルギーの利用推進

取組み結果とその評価

5500

6500

7500

8500

9500

2020年 2021年 2022年

対売上比 購入電力使用量

（kWh/売上）

22,887 

0

20,000

40,000

2020年（基準） 2021年 2022年

購入電力使用量（ｋｗｈ）

目標 実績

コロナ渦により換気時間が長く、
また、来客数も多かった為、
使用量が増えました。

【総評価】

コロナ渦による換気時間が長く、また、昨
年に比べ、猛暑、寒波の影響で、エアコンの
使用率が増加したものと考えられます。

来期は、今期に引き続き、工夫をし、節電
を推進します。

休憩中の不要照明の消灯や来客対応後のエ

アコン入切について等，日々お互いに声を

掛けながら取り組むことが出来ました。

また、本社や第二駐車場の夜間照明を短縮

し、節電に努めました。

SDGsと結びつけた掲示
節電呼び掛け

月別
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2020年 2022年

目 標 505.2

実 績
515.5

（基準値）
682.0

評 価 ×

水使用量の削減 水を大切にするために節水活動の推進

取組み結果とその評価
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515.5

450

500

550

600

650

2020年（基準） 2021年 2022年

水使用量（㎥）

目標 実績
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水道水（㎥）

2020年 2021年 2023年

前年度より使用量が
増えてしまいました。

【総評価】

使用量が増えました。原因は、業務量が
増えたことによる洗車や、猛暑の為、植物
や野菜への水やりに多く使用した為と考え
られます。

来期も、気候変動、業務量の増加に対応
しながらも、引き続き節水を推進します。

作業時，吸引車のキャッチャーにはブロアを冷却

する為の水，洗浄車には洗浄用の水を車両に合わ

せて準備する必要がある為，業務量に比例して使

用量が増加しました。

植物への水やりには、雨水を貯めた水を使用しま

した。散水ノズルを各所につけ、無駄な水を使用

しない工夫もしました。

SDGsと結びつけた掲示
節水呼び掛け

節水ノズルの取付

月別

目標値より176.8㎥多い
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2020年 2022年

目標 174

実績
177.6

（基準値）
180.1

評価 ×

2020年度比2％削減目標 ⇒    年度比 ％削減目標 ⇒2020年度比2％削減目標 ⇒    年度比 ％削減目標 ⇒2020年度比2％削減目標 ⇒2020年度比2％削減目標 ⇒2020年度比2％削減目標 ⇒2020年度比2％削減目標 ⇒

目標値より年間を通すと6.1ｋｇ多い

一般廃棄物の削減

取組み結果とその評価

働く人の権利を保護し安心・安全に働ける労働環境を推進する
自社の廃棄物の発生削減に努める
紙の使用量を削減し，森林保全に貢献する
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一般廃棄物（ｋｇ）

2020年 2021年 2022年

年間使用量は
目標には届か
なかったが、
昨年に比べて
削減すること

ができました。

【総評価】

昨年の廃棄量に比べると、約３０％削
減することができました。

引き続き、裏紙の使用など廃棄物削減
に努めたいと思います。

来期は、廃棄物を出さない購入の在り
方、削減見直しを推進します。

整備工場 掲示
ゴミの分別 呼び掛け

例年通り裏紙の使用や両面印刷，ゴミ

の分別に取組む事が出来ました。

ごみの持ち帰りなどを呼びかけ、ゴミ

の削減に努めました。

ゴミの分別の徹底を継続し排出量管理

を行い，原単位での削減に繋げました。

昨年より
30％削減に成功‼

月別
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許可一覧表

産業廃棄物収集運搬業許可の内容

許可
区域

許可番号 許可年月日
許可有効
年月日

廃棄物の種類

燃
え
殻

汚
泥
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

木
く
ず

紙
く
ず

繊
維
く
ず

ゴ
ム
く
ず

ガ
ラ
ス
く
ず

コ
ン
ク
リ
ー
ト
く
ず

陶
磁
器
く
ず

が
れ
き
類
・
ば
い
じ
ん

廃
油
廃
酸
廃
ア
ル
カ
リ

金
属
く
ず

動
植
物
性
残
さ

鉱
さ
い

広島県
第03406
050395号

2022(R4)年
9月11日

2027(R9)年
9月10日

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

岡山県
第03304
050395号

2021(R3)年
9月10日

2026(R8)年
9月5日

〇〇〇〇〇〇〇〇〇 〇〇〇〇〇

愛媛県
第03806
050395号

2018(H30)年
5月30日

2023(R5)年
5月29日

〇〇〇〇〇〇 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

山口県
第03500
050395号

2018(H30)年
6月20日

2023(R5)年
6月19日

〇〇〇〇〇〇 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

兵庫県
第02804
050395号

2018(H30)年
10月29日

2023(R5)年
10月28日

〇〇〇〇〇〇 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

島根県
第03200
050395号

2019(R1)年
8月21日

2024(R6)年
8月12日

〇〇〇〇〇〇 〇 〇〇〇〇〇〇〇

高知県
第03900
050395号

2020(R2)年
12月10日

2025(R7)年
11月12日

〇〇〇〇〇〇 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

福岡県
第04000
050395号

2021(R3)年
9月29日

2026(R8)年
9月28日

〇〇〇〇〇〇〇〇 〇〇〇〇〇〇〇

鳥取県
第03104
050395号

2020(R2)年
6月24日

2025(R7)年
6月23日

〇〇〇〇〇〇〇〇 〇〇〇〇〇〇〇

大阪府
第02700
050395号

2021(R3)年
12月3日

2026(R8)年
12月2日

〇〇〇〇〇〇〇〇 〇〇〇〇〇〇〇

特別管理産業廃棄物収集運搬業許可の内容

許可
区域

許可番号 許可年月日
許可有効
年月日

廃棄物の種類

汚
泥
廃
油
廃
酸
廃
ア
ル
カ
リ

感
染
性
産
業
廃
棄
物

鉱
さ
い

広島県
第03456
050395号

2021(R3)年
11月8日

2026(R8)年
11月7日

〇〇〇〇〇〇

建設業許可の内容

許可
行政

許可番
号

許可年月日
許可有効
年月日

建設工事の種類

広島
県知事

(般・30）
第36640
号

2018(H30)年
7月12日

2023(R5)年
7月11日

とび・土工工事業 土木工事業
石工事業
鋼構造物工事業 舗装工事業
しゅんせつ工事業 水道施設工事業

労働者派遣事業許可 許可番号 派34-300633

25



主な環境負荷の実績

項 目 単位 2020年 2021年 2022年

二酸化炭素

総排出量
kg-CO2 246,086 244,431.8 162,211.18

受託した
収集運搬量 t 9,548.6 7,474.7 679.9

一般廃棄物
排出量 t 0.18 0.26 0.18

産業廃棄物
排出量 t 258.5 154.4 355.69

総排水量 ㎥ 515.5 582.5 682.0

環境経営目標及びその実績

年 度
項 目

2020年 2022年 2023年 2024年
（新基準年) （目標） （実績） （目標） （目標）

二
酸
化
炭
素

排
出
量
削
減

電力

kWh 22,887.0 22,429.3 26,921.0 22,200.4 21,971.5

kg-CO2 15,494.5 15,184.6 14,672.0 15,029.7 14,909.4

基準年比 - 98% 130% 97% 96%

軽油

L 84,541 82,850.3 52,736.1 82,004.9 81,159.4

kg-CO2 218,116 213,753.7 136,059.0 211,572.5 209,390.4

基準年比 - 98% 62% 97% 96%

ガソリン

L 5,202 5,098.7 4,685.4 5,046.7 4,993.9

kg-CO2 12,071 11,829.2 10,870.2 11,708.5 11587.2

基準年比 - 98% 90% 97% 96%

灯油

L 163 実績値把握 245.0 - -

kg-CO2 405.87 610.1 - -

基準年比 - 150% - -

上記二酸化炭素排出量
合計

kg-CO2 246,087 240,767.5 162,211,3 238,310.7 236,244

太陽光発電量(自家消費)
kWh - 実績値把握 2,744.0 - -

基準年比 - - - -

太陽光発電量(売電)
kWh 1,280 実績値把握 1,284 - -

基準年比 - - - -

水使用量の削減
㎥ 516 505.2 682.0 500.0 495.4

基準年比 - 98% 132% 97% 96%

一般廃棄物の削減
kg 177.6 174.0 180.2 172.3 170.5

基準年比 - 98% 101% 97% 96%

受託した産業廃棄物の
再資源化に向けた提案

回 15 実績値把握 12 - -

基準年比 - - - -

受
託
し
た

産
業
廃
棄
物

汚泥 t 7,964 実績値把握 288.8 - -

廃油 t 16 - - -

廃酸 t 6 - - -

がれき類 t 0 - - -

ｱﾙｶﾘ汚泥(特管) t 967 116.9 - -

廃酸（特管） t 243 227.3 - -

油 t 95 47 - -

産
業
廃

棄
物

汚泥 t 248 288.8 - -

金属 t 0 - - -

廃プラ t 0 - - -

安全・効率・環境配慮の
創意工夫

回 16 実績値把握 12 - -

基準年比 - - - -

地域環境活動
回 11 実績値把握 20 - -

基準年比 - - - -

※基準値見直しの結果，2020年実績を基準としている。
※受託した産業廃棄物は，業務内容及び量により変動するため，
削減目標は設定せずに，適正管理に努めている。

※化学物質の削減は事業運営上難しいため，化学物質保管シートを作成し，
適正管理に努めている。

※購入電力の二酸化炭素排出係数 0.545kg-CO2/kWh
(中国電力の平成28年度実績の調整後排出係数)

26



主な環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果，
並びに違反，訴訟の有無

適用される法規制 要項 該当する設備・項目 評価

環境基本法 第8条

・事業活動に伴い生じる公害を防止する
・事業活動に係る製品が廃棄物となった場合の適正処理の措置
・事業活動に係る製品が使用，廃棄される事による環境負荷の低減と再生資源の利用
・国または地方公共団体の環境保全に関する施策への協力

〇

廃棄物の処理及び清
掃に関する法律

第12条
・廃棄物の排出を抑制し，適正な分別，保管，収集，運搬，再生，処分等の処理を行う
・生活環境を清潔にする事により，生活環境の保全及び公衆衛生の向上を図る
・マニフェストの交付，管理の遵守

〇

水質汚濁防止法及び
広島県公害防止条例

第5条
・工場及び事業場から排出される水の排出及び浸透を規制し，生活排水対策を実施する
・水質の汚濁の防止を図り，国民の健康を保護するとともに生活環境を保全する
・健康被害が生じた場合の責任を明確にし，被害者の保護を図る

〇

大気汚染防止法 第2条
・ばい煙，揮発性有機化合物及び粉じんの排出等を規制し，有害大気汚染物質対策の実施を推進する
・自動車排出ガスに係る許容限度を定める事等により国民の健康を保護するとともに生活環境を保全する
・健康被害が生じた場合の損害賠償の責任について定める事により，被害者の保護を図る

〇

ダイオキシン類対策
特別措置法

第2条
・ダイオキシン類による環境の汚染防止及びその除去等をするため基準を定め，必要な規制，汚染土壌に係る措置等を定め,
国民の保護を図る

〇

消防法
第17条 ・国民の生命，身体及び財産を火災から保護するほか，災害等による傷病者の搬送を適切に行う事で秩序を保持し，

社会公共の福祉の増進に資する
〇

第21条

道路運送車両法 第1条
・所有権についての公証等を行い，並びに安全性の確保及び公害の防止その他の環境の保全並びに整備についての
技術の向上を図る

〇

労働安全衛生法 第1条
・労働災害の防止のための危害防止基準の確立
・責任体制の明確化及び自主的活動の促進
・職場における労働者の安全と健康を確保し，快適な職場環境の形成を促進する

〇

フロン排出抑制法 第16条 ・機器使用環境の維持保全，簡易点検 〇

プラスチック循環促
進法

― ・排出の抑制,再資源化の取組 〇

電気事業法 ― ・技術基準適合維持義務,基礎情報届出,使用前自己確認 〇

当社に適用される環境関連法規の遵守状況を確認した結果，12年間違反等の指摘はありません

でした。また，関連機関等，利害関係者からの訴訟等もありませんでした。 27



SDGｓ宣言（愛媛銀行）

環境経営の取り組み評価

第24回、25回環境コミュニケーション大賞

環境レポート部門

優良賞 2年連続受賞

優良賞を連続受賞したことで、さまざまな記

事に、取り上げていただき、色々な角度から

自社を評価して頂くことができています

COOL CHOICE 賛同
（環境省）
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編集後記

2007年、準工地域に社屋を移転し、地域社会に寄り添う企業経営目標を推進してきました。

本社裏の広大な土手は草木が生い茂り、捨てられるゴミ袋は数え切れないほどの数が投棄されている状態でありました。

ゴミを拾い、雑木伐採、草刈を始めてゴミの投棄が完全になくなるまで３年の月日を要しました。

日々整った土手に桜の植樹をして８年を迎えた今日は見事な花が咲き、素晴らしい散歩道によみがえっています。

桜の咲く時期には遠路から花見においで下さり、地域社会に喜ばれる環境作りに繋がりました。

2018年 豪雨災害の時、地域社会の復旧作業に時間を取られ、EA21活動が停滞した時期もありました。

再活動にかなりのエネルギーを要しましたが、EA21活動10年の節目に「環境コミュニケーション大賞」優良賞、

翌年「環境経営レポート」連続優良賞は未来へ羽ばたける原動力となり、大変喜ばしい受賞であります。

「継続は力なり」「行動力」の大切さを実感しております。

更なる環境保全と、雑木の破砕による再生肥料化に力を注ぎ様々な工夫をこらしている今日であります。

企業の成長にかかせない設備投資課題に「継続12年」のEA21、SDGs活動が生かされ、社外的環境経営評価も高まり、

今期は持続可能な社会を実現する「グリーンローン」利子補給制度の利用が実現しました。

今後のカーボンニュートラルへの意思表現を明確化し世界を見通した目標としてサステナビリティを推進して参ります。

環境管理責任者 山田専務
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代表者による全体の評価と見直し、指示

「後世に恥じない環境づくりをめざします」を理念に基づき、負の環境を遺さない好循環型の実現を目標に活動しています。

「継続は力なり」で始まった地域社会への環境保全活動は、整えられた環境に桜の植樹により8年かけて多くの人で賑わう散歩道に様変わり

しました。

奉仕活動の中で生じる雑木を破砕し堆肥としての利用実験から、野菜は一本の苗から100個を超えるゴーヤの成長につながり、近隣住民の皆

様にお配りするほどの収穫でした。

再生肥料による土質改良でカブトムシの幼虫が大量に成育し、自然の恵みを守り回復させ、持続可能な形での活動の推進となりました。

可搬式自給式排水ポンプユニットを1台、補助ポンプ2台を導入し、災害対策時のゲリラ豪雨や河川氾濫時の災害レスキューとしての活動が

可能となりました。

2019年新機種導入(ツインバック車)で粉体回収の評価が高く救援要請も含めて業務が3.8倍増大しています。

燃料費削減と安全性はCO₂削減33％が実現となりました。

作業員削減は2024年の働き方改革に向けての労働力の改善が可能となります。

2050年のカーボンニュートラルに向けた取り組みとして来期はツインバック車２台増車が決定しています。

未来に向け、サステナビリティを高めた企業経営を推進して参ります。

西牧社長

環境経営方針 ☑ 変更なし □ 変更あり
環境経営目標・計画 ☑ 変更なし □ 変更あり
実施体制 ☑ 変更なし □ 変更あり
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環境経営レポートに関するお問い合わせ先
有限会社ニシマキ産業
〒729-0141 広島県尾道市高須町5630番地1
TEL:0848-29-7858 FAX:0848-46-7738

この報告書に掲載されている画像その他の無断転載，転用を禁じます
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